








幼児期の

食べること

幼 児 期 の歯と歯 並び で歯 科 医 院 に相 談できること

幼児期の
歯の発育と歯並びで
歯科医院に相談できること

乳歯の健康な歯並びとかみあわせを作るためには、むし歯を予防するこ

とが最も大切です。まずかかりつけの歯科医院を決めて、定期的に健診と

虫歯予防の処置を受けることが理想的です。もし、お子さんの歯の色が変

わってみえたり、穴があくなど形が変わっていたり、少しでも痛がったりす

るような様子があれば、迷わず歯科医院での診察を受けるようにしてくださ

い。もし、３歳児の歯科健診で歯並びの問題を指摘された場合には、その

状態が母子健康手帳に記載してありますので、歯科医院でかみあわせにつ

いて相談を受けましょう。受け口（下あごが上あごより前に出ているかみか

た）や、下あごが上あごより左右のどちらかにずれてかんでいる場合には、

状態によっては早期の治療が必要になることがあります。その際には、指

しゃぶりなどの口の周りの癖もかみあわせの異常の原因になりますので、

３歳以降であれば止めるような指導を受けることができます。

また、むし歯が進行して乳歯を早く抜いた場合には、永久歯が生えてくる

までの間に乳歯の生えていた幅を保つために、人工の乳歯のついた入れ歯

などの装置が必要になることがあります。乳歯が抜けたままの状態を放置

すると永久歯の歯並びの異常を招くことも珍しくありません。乳歯は永久

歯が生えてくるまでの空間と時間を保つための重要な役割も果たしている

のです。

■ むし歯の予防のためには、定期的に歯科医院に通うことが必要です。
　  お子さんの口のなかについて気になることがあれば、歯科医院に相談してみましょう。

■ かみあわせが整ってくる時期ではありますが、
　  ズレてかむ癖がある場合などは治療する必要も出てきます。

■ もし、むし歯が進行して乳歯を抜かなくてはならない場合、
　  永久歯が生えてくるまでのスペースを確保する人工の乳歯などもあります。

「おはなし」のなかで出てきたこういったシーン、
実は食べることに関係があります。

気になることがあったら、ページをめくってみてください。

　3歳を過ぎると乳歯の歯列が完成し、さまざまなものが

食べられるようになります。また、食具も使いこなせるよう

になり、食事の幅が広がります。その分、「食べること」で

気になることが出てくる時期でもあります。

　発育の度合いには個人差がありますが、極端に遅れてい

たり、気になることがあれば歯科医院に相談し、そこからさ

まざまな別の専門家につなぐこともできます。

13ページ 14ページ 22ページ

26



幼 児 期 の食べることチェックポイント

幼児期の
食べることの発達と発育

幼児期の
食べることで
歯科医院に相談できること

そ  しゃくえん   げ

そ  しゃく

3 歳ごろになると一 般 的には乳歯（ 子どもの歯 ）はすべて生えそろい 、成

長とともに咀嚼力（ 噛む力 ）も強くなります 。手の機 能も上 達して 、箸を使

えるようになっていきますが 、まだ正しい握りかたができない場 合も多くみ

られます 。食べこぼすことも減りますが 、食事に集中していなかったり 、捉

えるのが 難しい食べものだったりすると 、こぼしてしまうこともまだまだあ

ります。自分で 食べられるようになっている時期ですが、家では甘えて食べ

させてもらいたがることもあるかもしれません。

それまでみられていた 、お 母さんやお父さんなど保 護 者への拒 否（ いや

いや）は減ってきます。保育園や幼稚園など、集団活動が増えるので、友達

関係が作られることで 、食事の場面でも 、みんなと一緒に協力する 、楽しく

食事をする、といったことが増えていきます。

■ 3歳ごろで乳歯が生えそろい、かむ力も出てきます。
　  また、食具も使えるようになってきますが、
　  箸などはまだ正しく使いこなせない場合があります。

■ 捉えるのが難しい食べものの場合、まだまだこぼしてしまう場合もあります。

■ この時期には保育園や幼稚園での集団活動の機会が増えます。

　母乳やミルクをやめられない

3 歳を過ぎても母乳やミルクを飲んでいるお子さんもいます 。現在 、母乳

に関しては「 子どもが 離れるのを待 つ 」という考えかたが 基 本になってお

り 、無理に引き離す必 要はありませんが 、いつまでも母乳やミルクが続き 、

栄養が偏っては意味がありません 。また 、寝る前に飲ませてそのままになっ

てしまうと 、むし歯 が できやすくなるという弊 害もあります 。この 時 期 に

なったら、そろそろ母乳やミルクをやめる方向で考えていきましょう。

　飲みこむときに舌が出る、固いものが噛めない、食べ物を口に溜める

3歳 以降は乳歯が生えそろい 、正しく飲みこむ力（ 嚥下力 ）、かむ力（ 咀嚼

力 ）がついている時 期です 。うまく飲みこんだりかんだりできない場 合に

は 、歯の生えかたや 、口の動かしかた 、食べる意欲などに問題があるかもし

れません 。どのようなことが原因になっているかを調べ 、子どもに合った食

べものや食べさせかたを見つけていく必要があります。

　食べることが進まないとき

3歳以降になると、集団生活が始まります。家庭という安心できる場所で

生 活していたのが 、ひとりで外に出ていくことになるため 、それまで感じた

ことのなかったストレスなどもあるかもしれません 。また 、遊びが足りない 、

おやつばかり食べてしまう 、なども 、食事が 進まない原因になります 。これ

らの原因を考慮しても 、極 端に食べるものが 限られている偏食や 、食に興

味がない 、食事に集中できない 、栄養が足りない 、といったことが続く場 合

には、必要に応じて、医師や管理栄養士などへの相談につなぎます。
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